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はじめに

　遺伝学研究所は遺伝に関する学理の紹念合及びその応用の基礎的研究をつかさどり，あわせ

て遺伝学の指導，連絡及び促進をはかることを本務として，1949年（昭和24年）に設置され，

創立以来42年になりました。7年前（昭和59年1変）には大学共同利川機牒」に改組転換し，1988

年（昭和63年）にはさらに7つの大学共同利川機1莫1を母体とする総合研究大学院大“）’：の開学

に伴い，生命科学研究科の遺伝学㌧㌧〔攻を担当することとなり，博1：課程の学生を受け人れる

に至りました。この間，本研究所は客貝研究部門を含めて15研究部門及び4研究施設を擁す

るまでに成長し，国内外から数多くの研究者を受け人れて共同研究の成果をあげると共に，

毎年1一数件の研究集会を開催してイil「究交流を促進しています。

　また，本年4月には大学共同利川機1臭jとして初めての寄附研究部1il｜を設置しましたt、

　創設以来，数多くの優れた研究実績は，ノド研究所を我がldの遺伝学の中心として位置づけ

るとともに，その存在が世界的にも広く知られるようになりましたt，しかし，近年の遺伝学

の急速な発展は，そのもたらした新しい研究ノ∫法と兼ねて，生物学に大きな変革をもたらし，

本研究所の研究にも影響を与えるに至りました、，本研究所はそれに対応して研究部llll，実験

生物保存のための部門の充実を計って参りましたが，対応は決して充分なものとは考えられ

ず，これから研究所として推進すべき多くの課題を残しております，，本研究所としては，学

問の流れや，社会の要請を無視することなく，しかしi三体的に，問題に取り組むべきと思い

ます。これから我々はさらに困難な選択に直面することでしょう、，所内外の皆様ノiの御助力

と御理解のヒに，将来の発展をn指したいと思います、，御理解と御1VJ力をお願いする次第です、、

lEl　、7：」遺f2ニミ“）’：イi戊F♂ダe｝リ〒一」二ξ
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沿 革 （組織）

昭和24年6月1日

　　　　8月10日

昭和28年1月1日

　　　　8月1日

昭和29年7月1日

昭和30年9月15日

　　　　10月1日

昭和35年4月30日

昭和37年4月1日

昭和39年4月1日

昭和44年4月1日

昭和49年4月1日

昭和50年3月1日

　　　，10月1日

昭和51年10月1日

昭和58年10月1日

昭和59年4月12日

昭和62年1月12日

昭和63年4月8日

平成元年10月1日

文部省設置法により文部省所轄研究所として設置。庶務部，研究第1部，

研究第2部及び研究第3部の4部門で発足

小熊　桿　初代所長就任

研究第1部から第3部をそれぞれ形質遺伝部，細胞遺伝部，生理遺伝部

に改組

生化学遺伝部新設

応用遺伝部新設

変異遺伝部新設

木原　均　第2代所長就任

人類遣伝部新設

微生物遺伝部新設

集団遺伝部新設

闘

資料展示室

森脇大五郎第3代所長就任，分子遺伝部新設

植物保存研究室新設

田島彌太郎第4代所長就任

遺伝実験生物保存研究施設（動物保存研究室）新設

遺伝実験生物保存研究施設（微生物保存研究室）新設

松永　英　第5代所長就任

国立学校設置法の一部改正により大学共同利用機関に改組

遺伝実験生物保存研究センター，遺伝情報研究センター，実験圃場新設

DNAデータバンク稼動

放射線・アイソトープセンター新設

富澤純一第6代所長就任
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沿 革 （施設）

昭和27年3月

昭和36年9月

昭和38年1月

昭和39年3月

昭和43年3月

昭和46年3月

昭和47年3月

昭和53年7月

昭和55年5月

昭和56年3月

昭和58年3月

昭和59年3月

昭和60年3月

昭和62年1月

　　　　3月

昭和63年12月

グ
罪…ξ・

別館新築

研究本館第1期第1次工事竣工

研究本館第1期第2次工事竣工

研究本館第1期第3次工事竣工

研究本館第2期工事竣工，研究本館計画完成

図書館新築

ネズミ飼育舎新築

遺伝実験生物保存研究施設研究棟新築

遺伝実験生物保存研究施設ネズミ附属棟，カイコ附属棟新築

遺伝実験生物保存研究施設微生物附属棟新築

排水処理施設新築

組換えDNA実験棟，野生イネ温室新築

実験圃場管理施設新築

遺伝情報研究センター棟，隔離温室，日長調節装置新築

水田温室，桑温室新築

RI実験棟，中央機械室，RI排水処理施設新築

緊、

繭蹴滅魅．、

璽
賀

　　　　実験圃場管理棟

遺伝情報研究センター棟・Rl実験棟
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概 要

目　　　的

　大学等における学術研究の発展に資するため，ltL｜立学校設置1」ミ（昭和24年5月31111去律第

150り’）第9条の2に基！∫き遺f云’Y：に関する総合研究をイfうことを目1’1《Jとして1没置された大

学共1司利川機1莫」である、，

共同利用
　全国の大学の教貝その他の者で，研究所

の目的たる研究と同一一の研究に従事する者

の利川に供するとともに，共同研究を行うu

大学院教育

　71〈　”）’，の要請に応じ，　’㌦汝大学の大’Y：ll完に

おける教育に協力する‘，

国際交流
　遺f云学の分野で1日際的な・’）’：術交流を活発

化するため，研究者の交流やlllll際シンポジ

ウム等を1旧f崔する1、

運　　　営

　大学共同利用機陛」の研究所として円滑な運営を行うため，研究所の’拝業計1川その他の管理

運営に関する重要事項について，所長に助，i”する評議貝会を置くとともに，共同研究糺pl｜1に

関する事項その他の研究所の運営に関する重要‘拮項で，所長が必要と認めるものについて所

長の諮問に応じる運営協議貝会を置く、、また，所長の求めに応じ必要な‘lr項について調杏・

検討を行うため，所内に各種委貝会を置くt，

冬 250余種に及んで系統保存している八重桜並木 春
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機構図

評
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員

△云

所 長

運

営

協

議

員

△云

副　所　長
（企画調整主幹）

組 織
（平成3年6月1日現在）

管 理 部

分子遺伝研究系

庶　　 務　　 課

会　　 計　　 課

分fi遺伝研究部門

変異遺伝研究部門

細胞遺伝研究系

※核酸化学研究部門

細胞遺伝研究部門

微生物遺伝研究部門

個体遺伝研究系

※細胞質遺伝研究部門

発生遺伝研究部門

形質遺伝研究部門

集団遺伝研究系

※生理遺伝研究部門

集IJ1遺伝研究部門

巡化遺伝研究部門

総合遺伝研究系

※理1論遺伝研究部rSEi

人類遺伝研究部門

育種遺伝研究部門

※応用遺伝研究部門
　X印は客H研究剖～門を・∫・すL，

研究施設

技 術 課

遺伝実験生物保存

研究センター

遺伝情報研究
セ　ン　タ　ー

放射線・アイソトープ

セ　ン　タ　ー

実　験　圃　場

哺乳動物保存研究室

無脊椎動物保存研究室

栢物保存研究室

微生物保存研究室

遺伝資源研究室

構　造　研　究　室
糸ll　　換　　　え　　　石Jf　　究　　≒iミ

合成研究室
遺伝情報分析研究室
遺伝子ライブラリー研究室

大肚遺f云情報研究室
（寄附研究部門）

5
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定員表（・’lz成3年度）

所　長 教　授 助教授 助　　手 小　　計 技　　　官
i技術課）

事務職員等
i管理部）

合　　計

1 13（5） 19（5） 30 63（10） 18 24 105（10）

　　　　　　　　（注）（

職員等（平成3年6月16日現在）

　　所長富澤純一　　副所長　原田朋子　　企画調整主幹（併）　　　（太　田）

　　　分子遺伝研究系

　研究主幹（併）　　石　浜　　　明

分子遺伝研究部門

　　教　 授　石浜　 明

　　助　 手　藤田信之
　　助　 手　山岸正裕
変異遺伝研究部門

　　教授瀬野桿二
　　助教授　山尾文明
　　助　 手　手塚英夫
　　助　 手　金田澄子
核酸化学客員研究部門

　　助教授（併）　安田秀世
　　（金沢大学薬学部）

　　　細胞遺伝研究系

　研究主幹（併）　　森　脇　和　郎

細胞遺伝研究部門

　　教授森脇和郎
　　助教授　今井弘民
　　助　手　城石俊彦
　　助　 手　後藤英夫
微生物遺伝研究部門

　　教　 授　堀内賢介
　　助教授　安田成一
　　助　 手　原　 弘志

　　助　 手　東谷篤志
細胞質遣伝客員研究部門

　　教授（併）　大坪栄一　　（東京大学応用微生物研究所）

　　客員助教授　　米　川　博　通
　　〔財東京都臨床医学総合・研究所室長）

）内の数は客員研究部門の教官数（外数）である。

　　　個体遺伝研究系

　研究主幹（併）　　杉　山　　　勉

発生遺伝研究部門

　　教　 授　杉山　勉
　　助教授　藤澤敏孝
　　助　 手　清水　裕
形質遺伝研究部門

　　助教授　村上昭雄
　　助　 手　湊　　 清

　　助　手山田正明
生理遺伝客員研究部門

　　客員教授　 小泉　　修
　　（福岡女了大学家政学部教授）

　　　集団遺伝研究系

　研究主幹（併）　　原　田　朋　子
　　　　　　（太　田）集団遺伝研究部門

　　教授原田朋子　　　　　　くぺ　Hl｝
　　助教授　高畑尚之
　　助　手舘田英典
　　助　 手　田嶋文生
進化遺伝研究部門

　　教　 授　池村淑道
　　助教授　齋藤成也
　　助　 手　森山悦子
　　助　 手　松本健一
理論遺伝客員研究部門

　　客員教授　 木村資生
　　客員助教授　安永照雄　　（理イヒ学‘肝究∫り〒｛りF究員）



　　　総合遺伝研究系

　研究主幹（併）　　今　村　　　孝

人類遺伝研究部門

　　教　授　今村　孝
　　助　教　授　　藤　山　秋佐夫

　　助教授　寳来　聰
　　助　手　中島　衡
育種遺伝研究部門

　　教　授　沖野啓子　　　　　　（森　島）
　　助教授　佐野芳雄
　　助　手平岡洋一郎　　　　　　“E　だ　
　　助　 手　平野博之
応用遺伝客員研究部門

　　教授（併）　渡邊　 武
　　（九州大掌生体防御医学研究所）

　　客員教授　 米澤勝衛　　（京都産業大学国土利用開発研究所教授）

　　　研究施設
遺伝実験生物保存研究センター

　センター長（併）　　沖　野　啓　子
　　　　　　（森　島）
　　助教授　渡辺隆夫
　　助教授　西村昭子
　　助教授　舘野義男
　　助　手宮下信泉
　　助　 手　上田　 均

遺伝情報研究センター

　センター長（併）　瀬野桿二

　　教　 授　五條堀　 孝

　　助教授　嶋本伸雄
　　助教授　廣瀬　 進

　　助教授　小原雄治
　　助　 手　林　 茂生

　　助　手鵜川義弘
　　寄附研究部門類　北上　始
　　（客u助教授｝
　　寄附研究部門教員　　山　崎　由紀子

放射線・アイソトープセンター

　センター長（併）　定家義人

　　助教授　定家義人
実験圃場
　　圃場長（併）　　佐　野　芳　雄

　　助　 手　中村郁郎

　管 理部
管理部長　海老原

庶　務　課

　　課　　長
　　課長補佐
　　庶務係長
　　人事係長
　　研究協力係長
　　共同研究係長（併）

会　計　課

　　課　　長
　　課長補佐
　　経理係長
　　用度係長
　　管財係長
　　施設係長

　　　技　術

　　課　　長
動物班

　　班　　長
　　第一技術係長
　　第二技術係長
植物・微生物班

　　第二技術係長　　原
機器班

　　第一技術係長

　　第二技術係長

昭

神田外喜雄

古田剛一
宮原和臣
酒井清人
大平　 洋

大平　 洋

馬淵憲治
岩城英一
渡邊　 裕

四ノ宮立男

山本　 勉

地中　剛
課

田村仁一

三田受彦
原田和昌
榊原勝美

登美雄

谷田勝教
原　 雅子

7
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評議員会及び運営協議員会

評議員会

　研究所の事業計画その他の管理運営に関

する重要事項について，所長に助言する。

評　議　員（五十音順）

　飯

　市

　今

　江

　大

　大

　尾

　木

　桑

　佐

　菅

　杉

　高

　竹

◎長

　野

○野

　濱

　山

　由

野

川

堀

橋

井

崎

上

村

原

野

野

村

浪

内

倉

島

村

井

縣

良

徹雄評田姓搬（燗科学

惇

宏

節

龍

久

資

章

博

晴

郁

庄

達

弘

信国立環境研究所副所長

三　鳴門教育大学長

郎　岡崎国立共同研究機構長

夫舗好大学教授（家政学

仁日本学術振興会理事長

雄滋賀大学長

生国立遺伝学研究所名誉教授

吾東邦大学理事長

敏東京都立大学長

夫（財）癌研究会癌研究所長

隆国立がんセンター総長

満　京都大学教授（化学研究所）

　　岡崎国立共同研究機構
夫　　基礎生物学研究所長

郎　総合研究大学院大学長

七帝京大学薬学部長

次（財）実験動物中央研究所長

修東京大学教授（文学部）

忠　京都大学教授（農学部）

隆麟ド学搬（ウィルス研

運営協議員会

　共同研究計画に関する事項その他の研究

所の運営に関する重要事項で，所長が必要

と認めるものについて所長の諮問に応じる。

運営協議員

所外（五十音順）

　石　和

○大　澤

　岡　田

　竹　内

　武　部

　常　脇

　中　島

　・福　田

　三　浦

　吉　川

所

　石

　瀬

◎森

　堀

　杉

　原

　今

　沖

　　　　お茶の水女子大学教授貞　男　　　　（理学部）

省三名古屋大学教授（理学部）

益吉筑波大学教授（生物科学系）

拓司東北大学教授（理学部）

　　啓京都大学教授（医学部）

恒一一郎京都大学教授（農学部）

哲夫玉川大学教授（農学部）

　　　　東京女子大学教授一　郎　　　　（文理学部）

謹一郎　学習院大学教授（理学部）

　　寛大阪大学教授（医学部）

内（省令順）

（太田）

濱

野

脇

内

山

田

村

野
（森島）

惇

和

賢

朋

啓

明教授（分子遺伝研究系）

二教授（分子遺伝研究系）

郎　教　授（細胞遺伝研究系）

介教授（細胞遺伝研究系）

勉教授（個体遺伝研究系）

子教授（集団遺伝研究系）

孝教授（総合遺伝研究系）

子教授（総合遺伝研究系）

◎印は会長，○印は副会長を示す。
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各種委員会

　所長の求めに応じ必要な事項について調査検討する。

委員会名　　　　　　　　　　委員長

系統保存委員会

DNAデータ研究利用委員会

組換えDNA実験安全委員会

予算委員会

施設整備委員会

将来計画委員会

大学院教育研究委員会

セミナー委員会

図書委員会

共通機器委員会

電子計算機委員会

放射線安全委員会

発明委員会

データベース等取り扱い委員会

動物実験委貝会

排水等処理委員会

実験1甫陽運営委員会

系統保存委員会

所外委員（五十音順）

岩

岡

笠

木

斎

阪

常

椿

槻

田

原

下

尾

本

脇

邦　男

益　吉

基知治

俊　郎

乾二郎

寧　男

恒一郎

啓　介

森脇　和郎

瀬野　桿二

瀬野　桿二

堀内　賢介

今村　　孝

瀬野　桿二

杉山　　勉

藤澤　敏孝

池村　淑道

今村　　孝

五條堀　孝

瀬野　桿二

今村　　孝

原田　月月r－
（太田）

森脇　和郎

杉山　　勉

佐野　芳雄

東京大学教授（理学部）

筑波大学教授（生物科学系）

法政大学兼任講師

北海道大学教授（農学部）

東京農業大学客貝教授

京都大学教授（農学部）

京都大学教授（農学部）

H本大学教授（薬学部）

土井良　　　宏

野　村　達　次

山　村　研　一

由　良　　　隆

吉　川　　　寛

九州大学教授（農学部）

（財）実験動物中央研究所長

熊本大学教授（医学部）

京都大学教授（ウィルス研
究所）

大阪大学教授（医学部）

DNAデーク研究利用委員会

所外委員（五十音順）

伊

磯i

内

大

金

榊

堀

松

宮

宮

藤

野　克

田　久

井　龍

久

佳

原　謙

澤　三

田

彬

巳

雄

夫

實

之

寛

造

隆

（財）癌研究会癌研究所物理
部長

神戸大学教授（理学部）

帝京大学教授（理工学部）

京都女子大学教授
（家政学部）

京都大学教授（化学研究所）

東京大学教授
（医科学研究所）

広島大学助教授
（原爆放射能医学研究所）

大阪大学教授
（細胞一ll学センター→

群馬大学助教授（t　”）’：剖～）

京都大学教授（理学部）

組換えDNA実験安全委員会

所外委員（五十音順）

青木久尚1 `嚥麟部）

岩城之徳Lo61蕊欝部）
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予 算（歳出予算）

平成3年度当初

ll

（単位　］刊）

1

11

，i

l

人

物

件

件

費

費

641，815

633，106

合 計 1，274，921

青渦打込み浅沢葉．釆咲き牡丹
この種の花は，なでしこ，きくの花弁のよ
うに細く切れて咲く。花型が釆配に似てい
ることからこの名がある．

アマノガワ（天の川）
枝は上方に直立，また花も上向きに咲き，
特徴のある樹形をつくる，優美。オオシマ
ザクラ系の里桜の代表的品種，外国でも人
気がある。
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研究のねらいと研究活動

分子遺伝研究系

1．分子遺伝研究部門では，原核細胞，真核細胞及び動植物ウイルスにおける遺伝情報の転

写とその制御の機構を分子レベルで研究している。

2．変異遺伝研究部門では，染色体複製と組換えの機構や，突然変異誘発機構とそれを修復

する細胞機能を分子レベルで研究している。

3．核酸化学客員研究部門では，核酸の構造及び機能の化学的研究を基盤として，染色体の

　複製や発現制御機構の解明をめざしている。

鰍コ　　　　　－　　　　　や

　　　　　　　　　　　　　　　RNA
頃1「TGnc《■■†AIAAT　P

ゴ《“τコ■㎜b

購
〆鱗
、　獅．

㌦ぷ為』
　　，　　　　ヨノし　で

2。。。㎡．綱㌧鱗
トS

■？．

　　　　　　－t　　　コ

　　　佐q■r■、　■

　大腸菌の転写開始信号プロモーター。
　RNA合成開始点上流2か所に共通構造
　がある。

インフルエンザウイルスの粒子と遺伝子の構造。

遺伝子は8本のRNA分節よりつくられている。
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分子遺伝研究部門

　遺伝子は，細菌（大腸菌）でも数千，ヒトではその100～1，000倍もあると推定されている。

ところが，そのうちで発現されているものは，大腸菌では数10％以下，ヒトでは，1％以下

である。生物が，その生活環境に応じて，どの遺伝子を，どれ程に発現させるかを決める調

節のしくみを分子の水準で理解することは，分子遺伝学の究極の目標のひとつである。分子

遺伝研究部門では，遺伝子の発現が主として遺伝子からRNAが転写されてできる段階で調

節されることに注目し，転写とその調節の機構の解明を目的とした研究を行っている。

　（1）原核生物の転写制御の研究：当研究室で開発された試験管内混合転写系を利用して，

　　大腸菌遺伝子の転写信号強度の調節機構や，転写装置RNAポリメラーゼの機能変換に

　　よる転写制御機構の解明が進められている。

　（2）真核生物の転写制御の研究：真核生物の転写装置の分子的実体を解明する目的で，分

　　裂酵母などのRNAポリメラーゼの構成サブユニット遺伝子のクローニングと構造解析

　　が進められている。

　（3）ウィルスの転写制御の研究：動植物ウイルスの転写制御を解明する目的で，ウイルス

　　粒子から純化されたRNAポリメラーゼの分子解剖による多機能酵素の実体の解析と，

　　感染細胞におけるその構造と機能の変動の様相が分子の水準で解析されている。

　　　　　　　　一〇〇ロ㎜’噛欄鴨●●H｛声購

　　β副凹柚‘‘β舩叫

　　　　　　　　　　　Ota－Nnymomu

RNAポリメラーゼの分子解剖。サフユニット
ごとの機能地図づくりがすすめられている。

　ゆの　ぽロta　　Ut　のの

蜘
RNAポリメラーゼの機能分化。シグマサブユ
ニットの交換や転写因子の結合で、プロモー
ター選択特性がかわる。

分子遺伝学の実験。
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変異遺伝研究部門

　当研究部llllでは体細胞遺伝学及び分r・生物学のノ∫法論を川い，哺乳類糸lll胞のゲノムDNA

の安定保持機構の解明を，特に核酸代謝，DNA複製及び修復との関連で進めている，、その

成果は，遺伝的変異の誘発機構，及び関連の遺伝性疾患や発がんの分r機構の理解につながる，、

　（1）増殖必須遺伝子の発現を指標にした細胞周期制御機構の研究：体細胞は増殖と分化の

　　両加をもつが，その選択は細胞周期に依存する。したがって，細胞周期の研究は単に増

　　殖のみならず細胞分化の研究につながる。当研究部門では増殖律速1酵素であるチミジル

　　酸合成酵素（thymidylate　synthase）の遺イ云r・をヒト細胞からクローン化し・1司遺f云1’一を

　　種々にデザインして作成したミニ遺伝J’一を駆使し，細胞周期制征ll機構の解明に取り組ん

　　でいる、、

（2）生理的ストレスによる変異誘発機構の研究：抗葉酸剤Methotrexateや弗化ピリミジ

　　ン5－fluorouraci】によるチミジル酸合成酵素のlllL’tii：は細胞内デオキシヌクレオチドプー

　　ルの不均衡をもたらし，DNAの複製に連動した致死性の特異的2重鎖切断を誘発する。

　　その糸｜ll果は染色体異常や姉妹染色分体交換，遺伝∫・組換えの誘発につながる，，　DNA切

　　断に関与・する誘導’性エンドヌクレア…ゼ及び切断部位の特異性の研究をすすめているc、

　　本現象は体細胞がもつ潜在的自爆能の一’つであろう、、ちなみに，精神遅滞等の臣ll；床症状

　　を伴うリJ児のX染色体の脆弱部位（fragile　site）は本チミジル酸ス1・レスで誘発される，、

　（3）DNA損傷修復機構の突然変異体マウスを用いた研究：t細lll管拡張1生失調症（ataxia

　　telangiectasia）は高ζεがん性の遺伝疾患である、，患拘ll来の細胞はX線及びγ線に高感

　　受性で，DNA損傷の修復過程び）障害か指摘されているf，’1’1研究部門’ご’は，　L記の疾患

　　に酷似し，かつ免疫不全を示す突タ犬変異体マウスwastedを川いて障害の臓2｝き特1‘1〔性皮

　　び関連修復酵素σ）イil㍗先をすすめている、，

YO36912Lr

放射線高感受性のマウス突然変異体wasted（左）と
その兄弟の正常なマウス

∧

CP
l：

11：

1・

kb

r冨325

ぺ2〆F㌧

＝2川〔｝

鴫川㍑

チミジル酸ストレスは染色体DNAを100キロ
塩基対毎に切断する（バルスフィールド電気
泳動による解析結果）、．
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核酸化学客員研究部門

　DNAまたはRNAゲ’ノムの複製・転写における情報伝達機構とその制御が，分Jt・論的、Z

場から研究されている。

　本年度は，細胞周期における染色体の構造と機能の変換を，温度感受性1『1㌧；養細胞株を分離

し，体細胞遺伝学・分・r遺伝学的に解析する研究が進められているc、

Cyclin

＠胡s2

↑

Cyclin

　　　　　　　　　　　　　　Cyclin　degradation
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　UBIQUITIN　Pathway

サイクリンとcdc　2による細胞周期の制御モデル，，

研究者
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細胞遺伝研究系

1．細胞遺伝研究部門では，遺伝学的な観点から種分化の過程を解明するために，ネズミ類

　を主体に細胞一，免疫一，生化学一及び分子一遺伝学的な変異の探索を進めている。

　また，野生由来高頻度遺伝的組換えマウスを用いた遺伝子組換え分子機構の研究も進んで

　いる。一方，発癌に対する宿主の遺伝的要因の究明，遺伝子欠損致死突然変異マウスを対象

　とするトランスジェニック実験系の確立，昆虫類を中心とした核型進化機構の解明等もそ

れぞれ重要な研究課題である。

2．微生物遺伝研究部門では，大腸菌及びそのファージにおけるDNA複製の開始と終結，

染色体の分配，細胞分裂の機構ペプチドグリカンの生合成，染色体上の遺伝子の配列と

構造，ミュータントバンクの解析などに関する研究を進めている。

3．細胞質遺伝客員研究部門では，原核及び真核生物の細胞質因子を研究し，それを利用し

　て遺伝子の機能と構造を解明しようとしている。

4

S。bspecie・d・ft・・e・tiatla・p・。ce・s　d　h・us。　m・u・e〔鵬mり鎚1週

from　gene｛ic　view　points　and　pogsib［e　o刊gm　o川aboratory　mouse

＜マウス亜種の
遺伝学的分化

大腸菌の変異株（左）と野生株（右）の蛍光顕微鏡写真　DNAと結合
する蛍光色素DAPIで染色したもの。細胞の中で青白く光って見
えるのが染色体。上の写真は，複製した染色体を娘細胞へうまく分
配できなくなる温度感受性変異株（par変異株）で，高温では大きな染
色体をもつ細長い細胞となり，同時に染色体を失った細胞を放出す
る。この変異株は，“大腸菌のミュータントバンク”から見出だされ
た。
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細胞遺伝研究部門

　この研究部門では，世界各地から採集した野生マウスを主体にその種分化の過程を遺伝学’

的な手法，とくに染色体C一バンドパタン，生化学的遺伝変異，各種遺伝子DNAの一次構造

などから解析する研究を行っている。この結果，主要な野生マウス亜種の遺伝学的な位置づ

けが明らかになってきた。実験用マウスは遺伝学的研究の長い歴史を持つ優iれた研究材料で

あるが，これを基盤としながら，進化的に隔りのあるアジア産野生マウス亜種の変異に豊む

遺伝子に着目すれば，より新しい研究の発展が期待されるn

　これらの材料に立脚した独自の研究として，アジア地域におけるマウス亜種の遺伝学的分

化の探索，H－2領域における高頻度遺伝的組換えの分子機構の解明，　DNAレベルにおける

ヘモグロビン遺伝子，H－2遺伝子，リボゾーム遺伝子等の分析，亜種間雑種における減数分

裂機構の解明などを進めている。

　一方，発癌に対する遺伝要因の研究もマウス肺腫瘍を中心に行っており，とくに発癌を抑

制する遺伝子をもつ野生由来系統を用いた遺伝学的なアプローチを進めている。このために，

野生由来遺伝子を含むリコンビナン

ト・インブレッド系統も育成してい

る。また，ステロイド代謝酵素遺伝

子を欠損した致死突然変異を復帰さ

せるトランスジェニック実験系も開

発中である。

　マウスを主体とする研究の他に，

アリ類の種分化と核型変化の関係を

染色体進化という観点から分析する

研究が行われてきたが，染色体進化

機構の考察は動物種全般を対象とす

るより広いものになってきた。

　　　　　al、X

　　　　　　　　†a　」」m
　　　　　　e　　　一

　　　　　品

　　　　　。IN

トビキバハリアリの染色体

a．c：雄n＝l　b．d：働きアリ2n＝2
c．d：C一バンド

う
θ2

塾・
　　iscv。・e・・gl・｝㍉

　　＼　　～

　　　＼「

∀、ミ

研究者

A“・li・t・。叩・・cl・…Hbb・t。，、、　　　　σ8夢・1・P・。川。1・｛・・1

拍various　wlld　mou8●subspeei■8

主なハツカネズミ亜種分化とヘモグロビンβ鎖遺伝子DNAの変異



微生物遺伝研究部門

　微生物遺伝研究部門では，大腸菌におけるDNA複製，核分裂，細胞分裂の機構の研究を，

遺伝学／l勺，生化学的，並びに組換えDNAなどの壬法によ一・・）て研究している、、この目的のた

めに，最も研究に適した実験系として，つぎの4加ll」からの研究が進行中である，，

（1）繊維状ファージのDNA複製に関する研究：複製開始及び終結におけるDNA・tti　1’1

　　問及び蛋白・蛋白問の特異的相々：作川のイiJl：究

（2）大腸菌染色体の複製に関する研究：・ri　c領域からの染色体複製開始をnill御する因fに

　　関する研究

　（3）大腸菌染色体の分配に関する研究：複製した染色体が各娘細胞に分配される機構に関

　　する遺f云学白勺イリ「究

（4）細胞分裂に関する研究：細胞分裂遺丁．LU’一，細胞表層を構成するサキュルスの形成機構，

　　ベニシリン結合蛋白の細胞ノノ♪裂への役割な

　　どの研：究

　以ヒのノ」向からの研究を推進することにより，

細胞が整然とその巨構造をつくり，生長し，分

裂する全過和を分J’・水準でIIJ1らかにすることを

究極の目的としている、、

Fヤlus－一

9P5 RP8

エv・Fee・tf“eh

9F3

ノ♪

3P2

一Pat・ehtqi

SS　DNA

大腸菌繊維状ファージの生活環1、

研究者
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細胞質遺伝客員研究部門

㍉

■

1．動物細胞における唯一の核外遺伝子としてミトコンドリアDNAは種々の分野の研究者の

注目を集めてきている。当研究部門では，ミトコンドリアDNAがマウスの亜種分化に伴い，

　どの様にして一次構造上の変化を起こすかということを，制限酵素による切断型，及びDN

Aシークエンシングのf＝法を用いて検討している。

　　これまでの結果から，制限酵素切断型変異とマウスの亜種分化には強い相関関係があるこ

　とから，マウスにおいてはミトコンドリアDNAの制限酵素切断型が亜種分化の標識として

利用できることが明らかになっている。

　このことを用いて，現在までに，（1）実験用マウスは，欧州産の

野生マウスのごく小さい集団を核にアジア産マウスの遺伝子がブ

レンドされて出来．ヒがったものであること，（2）元来，モロシヌス

と呼ばれていた，日本産野生マウスは，独立した亜種ではなく，

東南アジア産のキャスタネウス亜種とユーラシア大陸に広く分布

するムスクルス亜種が“混1flL”してできたものらしいことを明ら

かにしてきた（右図参照）、，

　現在は，この制限酵素切断型多型で得られた基礎的データをも

とに，　DNAシークエンシングの手法を用い，　亜種内及び亜種

間など進化の時間が非常に短い場合について，（1）塩基置換がミ

トコンドリアDNAを構成する4つの塩基，　G，　A，　T，　Cのど

。。注砥・

　　　　　ttltt

@e響
・・…・・型 ﾝ，f

o1・．

　　　　’　　☆ψ

　キャスタネウスゆ

露！：∴

　キャスタネウス型

　‘、．

mtDNAからみた日本産野生
マウスの集団

れに起こり易いのか，（2）ミトコンドリアDNAヒの塩基置換の起こりノ∫を，核遺伝子と比較

すること，などを研究している。

1
1

L

I

l
l

ll

f
1

2．バクテリアのプラスミド上に存在する種々の特異な遺伝子の作用（gene　action）に興味を

持ち次のような研究を行っている。

　（1）動く遺伝子トランスポゾンの研究

　　　イ）トランスポゾンの最・」・単位である挿入因r－IS（insertion　sequence）の一つIS1

がコードし自身の転移に必要なタンパク質トランスポゼーヌ、の発現にフレームシフト機構が

関与することを見いだした。このフレームシフトが起こる部位の特定及びそれに必要なシグ

ナル配列を同定することによってその機構を解析している。

　　　ロ）ISとは異なる大型のトランスポゾンTn3のトランスポゼーヌ、を精製しそれらが作

用する部位（末端逆向き配列）のドメインの解析と，Tn3転移の分了機構の解明をin　vitro

で行っている、，

　（2）プラスミドR100の細胞内における安定性に関与する遺伝子の作用機構を分子レベル

で追求

　（3）接合によるDNA伝達に関与する遺伝子群（tra）の分子遺伝学的解析　DNA伝達に

直接関与する遺伝fの同定と遺伝子産物（ニッケース，ヘリケース，DNA結合タンパク質

など）を単離精製しその性質を調べることによって，DNA伝達の分rレベルにおける機構

を追求している。最近DNA伝達初期反応であるDNA二・ソキングのinvitro系を開発した。

　当研究部門ではそのほかに植物（イネ，アワ）の新規トランスポゾン及び高度繰り返し配

列の検索を行い植物育種のH」’能性を追求している。またプラスミドDNA融解の微細構造を

物理化学的に解析しDNAヒの機能的部位との対応をつけている。
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個体遺伝研究系

1．発ル遺f云研究it：11門で’は，淡水ヒドラを対「象とLて，発’L過不1・！ヒにy・し常がある突然’変ve系

　統を多数分離・1・d〃Lし，それらを利用して動物の形力’つくられる基本機構（ノ卯ノρ1月や，細胞

　の分裂とノばfヒを制御している基本機1：1㌔liの／臼yr：明をダ）ざして1川究を行川ている．、

2．形質遺f云Wl：究剖～llljて’Cよ，カイコ，シ．」「ソジ∫「：ノバエ，エリヨミなど（ノ）昆！ILを／・」象、ヒLて，イ川

　“本　C7）づδ・1：．・ノ1ヨミ遣迩科｜．に才一sし・’（いうし・ろび）．i旦f云日フ㍗〔カ｛’い一つど（ノ）．ような杉隻1・苗で’フ邑」見．3－K）しノ）カ・，

　遺伝1’・・染色体・糸川胞・イ川体レベルで’研究を巡ダ）ている．、

3．ノ［・．川遺伝客U｛iJli究部門では，　ヒドラのit　1’s（在神経系ネ・．・ト「ノー一クの形式機構：（ソ）川二’先を行・・

　てし、る．，

器官形成を完了したカイコの胚
（イ本長：糸勺2mm）

ヒトラの散在神経ネットワーク
（黄色に染まっている）は頭部と

足部に集中している

カイコ幼虫には外観の性差は見られないか，雌性決定染色体
にセフラ遺伝子を転座させると，雌はゼブラ模様を∵『する．

突然変異で神緒細月包を全部失一）た無神経ヒドラは運動も補食も
てきない　しかし人工給飼．す一ると，成長，出聾して増殖を行う
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発牛遺伝研究部門

　ヒトラは多細胞⊥fF’JJ物中で｛ノ、竺もiii，純なMg　ilillを持つ回り物の・仲であり，　〔たJl常に強いlll・

生力を持一）二とかバーからよく知ら力ている　　日乍産チクヒヒトラ（〃∨力Y∫’tnag’〃il）（tl）i〃a／a）の

体klよ約5〃～〃～位ある　ニソ）ヒドうび）玉疸と足を実体呈1！［〔微鏡卜’『Cメスで切り落と］一と、5－－6川

後には厄ソ）1川体と1＜㌦川で〇二ない／、’ノ：完全なf固体がllf牛、．］1る

　ところカ㍉　与一クビヒドラ（ノ）’史烈ミ〃変L，”，（・フ乎こ糸充cノ）lll（：（よ，　二（ノ）1ばノ1：．．il題科川二Lt’，t・・，il，vを・」∵］1も（ノ）カ｛多く

ある．．例えば、ある系統は足はii・1常にll∫川するか，川はll∫牛ば‘］獅lll頭ヒドラになる．　士た別

の系統では，本来足か円L川する場所に川かできて双！川のヒドラかでSてLkう

　　ニソ）ような’突然変異系紹1：は、　1㌦生をつかざどK，几小↑幾刷ソ）．i二ttこかに巾．人なl」U’市か牛Lてい

るとぢえら川る　　二（ハよ一）に町’Lや発ノ1才幾川にIIIし常・t・小’」”突然’変？1㌧i諦兄を多く分削して，そ

の異常性を，iY：細に解析T！一ることにより，　1卜常な発’L機1・日の根イs原理を解川｜するイ1片’先を現在す

すダ）ている，

正常再生を行う
野生系統ヒドラ

頭部再生のでき
ない突然変異系
統ヒドラ

切断前

水草に付着している
日本産チクヒヒドラ

切断直後

lrm

再生2日 再生4日

ヒニドラ実馬灸「室

再生6日
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形質遺伝研究部門

　高等生物の体は，1個の受精卵から始まり，これが細胞分裂を繰り返し多くの細胞となり，

生長とともに種々の異なった組織や器官に分化する。形質遺伝研究部門では，1個の細胞か

ら，そのような特定な機能や形態を持った組織への分化がどのような仕組みで起こるか，そ

れら種々の形質は胚発生過程のいつ・どこで発現するか，また，生長・変態・加令・生殖な

どの後胚発生過程はどの様な遺伝子系によって支配されているかなどの生活史形質の究明を

遺伝学・生物学の研究材料に広く利用されてきたカイコ，エリ蚕，ショウジョウバエなどを

対象に進めている。

　遺伝子は細1泡質’内分泌等の内的，あるいは，光周期・温度などの外的な環境と関連しあ

いながら発現する。カイコでは化性，眠性等の内外環境によって異なった反応を示す多くの

系統が知られている。これらの諸系統が，野蚕の進化において家畜化される道程で，光周期

・気温等のような物理的な外的環境と，どのように係わりながら形成されて来たかを明らか

にすることは，適応現象を理解する上にもまたカイコの起源を知ることにも，関連して興味

ある問題である。それらの生態遺伝学的解析と平行して，外的環境情報の受容体としての脳

・神経系の働き，また，それらの情報が比較的長期間記’1意され次の世代の形質に反映するプ

ロセスは，どのような仕組みによるのか等々の神経生理と遺伝子支配との関係の解析も進め

ている。エリ蚕は占くから生長変態の内分泌学的研究の対象とされてきたが，これに関り一す

る遺伝子系の作用機序について外・真皮形成・脱皮などを指標として究明している。

　ショウジョウバエを対象とした研究では，細胞分化の仕組みを知るLl的で，胚発生異常を

示す種々な突然変異体の解析，「性」の決定の仕組みを知る目的で，微生物（SR因J’一）の感

染によって惹起される雄性致死現象の解析等が進められている。

　腹部での神経細胞の形成（神
田胞の形成を示す特徴的なダル

カイコ神経球細胞のモザイク
野性型雌由来（あずき色）と変異型由来
（白色）のモザイク神経球を示す

23
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生理遺伝客員研究部門

　ヒドラは多細胞動物の中で最も単純な体制を持つ動物の一種であり，その神経系も高等動

物と比較すると極めて簡単な系をなしている。

　ヒドラの神経細胞は体の各部に広く分散して存在し，神経節や脳のように神経細胞が局部

的に集中した構造はない。そして各神経細胞は突起のネットワークで結ばれている。

　しかし，詳細に調べると神経系ネットワークは決してランダムに作られたものではなく，

一定の秩序に従って作られたものであることがわかる。特に口丘組織には多数の神経細胞が

存在し，各神経細胞からは突起が放射状に走っているのが認められる（写真参照）。

　このようなヒドラ散在神経系の形成機構を明らかにすることを目的として，当部門は発生

遺伝研究部門と共同研究を進めている。

間接螢光抗体法で染色したヒドラロ丘組織の神経系。
中央開ロ部周辺にある多数の感覚神経細胞から神経
突起が放射状に広がりネットワークを形成している。

ll

l

f
l
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集団遺伝研究系

■

1．集団遺伝研究部門では，生物集団の遺伝的構造を支配する法則の探求をめざして研究を

進めている。分r一レベルにおける種内変異と進化の仕組みを確率過程として扱う理論的研

究，特に遺伝r一系図学と重複遺伝fの進化について研究を行っている。また微少効果を持

　つ突然変異と最的形質についても理論的研究を行っている、、

2．進化遺伝研究部門では，生物進化の遺伝的機構の研究を進めている、，特に，DNAの塩基

配列データに基づく分子進化の研究やその解析に必要な方法論の開発などを行っている。

3．理論遺伝客貝研究部門では，集団遺伝モデルの解析，実験データの統計的分析などの理

　諭面に関する研究を進めている。とくに中立説に関する理論の発展及びそれを検証するた

　めの実験データの分析やDNAデータの比較研究を行っている、，

6。omﾚ
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脊椎動物の系統樹とヘモグロビンα鎖の比較

惰

集団遺伝研究系研究者による最近の主な著書
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4

集団遺伝研究部門

　1つ1つの個体ではなく，それが集まってできた集団（主として繁殖社会）を対象として，

その内にどのような遺伝子がどんな割合で含まれるか，またどのような法則の下に遺伝的組

成が変化していくかを研究するのが集団遺伝学で，種内変異や生物進化の問題とも深いかか

わりがある。たとえば日本人は全体として1つの集団をなし，肉体的，精神的な特徴は個人

ごとに差があるが，そのかなりの部分は遺伝的なものと考えられる。さらにJ血1液型や体内の

化学物質（主としてタンパク質）など目に見えない特徴についても子想外に多くの遺伝的な

変異が存在する。集団中に，このような変異がいかにして保有されるかは重要な研究課題で

ある。集団遺伝学の研究においては実際の生物集団の調査以外に，数学的モデルの解析や，

電子計算機に有性繁殖を行う生物集団のまねをさせる模擬実験（モンテカルロ実験）も行わ

れる。

　本研究部門ではこういった仕事も含め各種の研究が行われている。その内でも学界の注目

を集めるようになったのは集団遺伝学の数学的理論と分子レベル（遺伝子の内部構造）での

進化の知見とを結び合わせて，新しい分野を開拓する仕事である。この研究から生まれた分子

進化中立説，すなわち，「分子レベルでの進化の仕組を説明するためにはダーウィンの自然

淘汰説だけでは十分でなく，自然淘汰に中立な突然変異遺伝子が集団中で偶然によって増減

する現象も極めて重要な役割を果たしている」と主張する学説は大きな論争をまき起こした。

この中立モデルを出発点として，急速に進歩する分子生物学の知識を取り入れたより広範な

集団遺伝学の確率モデルについて解析を行っている。大規模な重複構造を持つ多重及び超遺

伝子族の進化と起源の問題，核外の遺伝因子（ミトコンドリアなど）の集団内変異と進化，遺

伝子系図学，微少効果を持つ突然変異と量的形質の関係などが重要な課題である。

研究者
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進化遺伝研究部門

　’ヒ物の進化は、遺伝∫一（DNA）（7）時川白｛」変fヒカs’根底にある1、本研究部門で’は、ノL物進化

の遺f云”｝‘’：　1’1｛」機1（ll『を解明するため、実1際σ）デー一タの分析および川諭的研：究を行一・ている．，

　DNA解析技術1の進歩にともない、最近にな’、て多くの遺／云r・のi’！‘IllJI！こ1｝1己列が11Jlらかにされ

た、bこれらのテt－一タを比較分析することにより，遺f云J’・の進化をll∫構築してし・る、，それによ

って生物巡化の，さらには生命現象全体に関する謎を解明’ll　るき’、かけを得ることができる、、

シコウジョウバエ遺伝∫・の分∫一進化学的解d・J　i’から，この牛物の核遺伝∫・は，ホニ．’1・ウ類に比

べて非常に速い進化速1隻を持つことが明らかにされた、，また，発生に関する遺f云∫・群につい

ての解析も進められている1、　一ノ∫，ヒトと類人猿の様々な遺伝Jt・データを分WLて系統樹を

作成したところ，オランウータンの系統が最初に別かれ，チンパンジー一がヒトに最も近いと

し・う糸∴果力ぐイlj・ら2し犬二、，

　生物進化を記．述するには，まず生物川お．よび遺伝r・問の系統樹を知る必要があるが，系統

樹を復」己するには，これまでに多数の万法が考案されている，，同一一の分fテ㌧一タを川いても、

ノ∫法によりて異なる結果が得られることがある、，このような現象をくわしく調べるため，コ

ンビ’　．，一一タシミ．1一レーシ∫ンを川いて川諭的な検討を行っている、，

1
1

研究者

’L

Ctb

哺乳類（ラット，マウス，ヒト）とトリに肉腫を起こ
す発がん遺伝子（c－mos）とイースト菌の細胞分裂制御
遺伝子（CDC28）の進化的関係　この系統樹はそれぞ
れの遺伝子のDNA配列を比較し，塩基置換数（図の縦．
軸）を推定することによって得られた、、このことより，
発がん遺伝子は細胞分裂をコントロールする遺伝子と
進化的に深いつながりをもつことが示唆される．，
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理論遺伝客員研究部門

　木村前教授が客員教授として，集団遺伝学の数”）’二的理論及び分r・進化の機惜について研

究を行一・ている、、特に中、ン：説を発展させるための理論及びDNAデー一タ解析によるその検

，i’ll：が当分のi・1な課題である、，また，拡散モデル　（’種の偏微分ノi不tll一式を使川するノ∫法）によ

る有限集け1における遺伝r・頻度の碓率jl担㌦1の解析も・巨要な研究11果題である、，このノ∫法を集団

間競争と非相IJII的遺伝r・相／ll作川（エピスタシス）を含む場合に拡張する仕事もイ　j’一　一・・ている、，

安永1！（砿fl三理化”7：研’先所研’ブヒ貝は，分∫・進化の研’グヒおよひ／周連ソフトの1用発を行一、ている．

Motoo　Kimura
s‘ite・‘，オe‘l　Papers

　”
，c．

』1’

ｺノド

パ、

これは木村客員教授のFも要な論文を集め，
禽畑助教｝受か編集して一冊の本にまとめノ
ものてある　今後集団遺伝学の確朽局程や
分子進化について勉強しようという若い人
に役‘ウつてあろう
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総合遺伝研究系

1．人類遺伝川：究部門では，　ヒトにおける各種の遺伝現象を，分ゴ・・細胞・個体・集卜1’1の各

　レベノしで川：究し，それらを統合的に理／l／rすることをめざしている．、とくに物質代li射のII抽9

　一や悪’［vi三腫：瘍グ）発ノヒに隈j’」・する／i71∵要因グ）解析，糸1川抱グ）」曽夘’1、と分化グ）1澗節機1’“iijにf系わる遺伝

　」’一’変t”’（：とそれにもとつく活’性タン・・ク質分1’∀）i：li，ij，造，ヒr＞成lI・〔’常，　DNAl；llい1｛lllL！列力・らみた

　日本人集団の遺伝的特徴などに関して研究を進めている，

2．育種遺伝研究1‡1～門では，有川生物に関する遺f云学的研’グ巳，　とくにイネを対象として，進

　化と適応に関する諸IHj題や遺伝Jt・eノ）フδ」：見機IWに関．］一る研’ブヒを行・、ている‘

3．応川．遺f云客L　｛iJli究部門では、医学圭たは農学：領域における遺伝学の応川に関係した基礎

　白勺研究を行っている，、

人類遺伝研究部門　エビックス753型セルソーター 人類遺伝実験室

野生イネ集団の生態遺伝学的調査（タイ国）
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人類遺伝研究部門

　この部門では・ヒトの正常並びに異常形質に係わる遺伝現象を，遺伝r・　DNAと染色体

との関連のもとに，分r・細胞・個体・集団の各レベルからアプローチして研究し，それら

を統合的に理解することをめざしている，，

　例えば，新生児150人に1人は何らかの染色体異常を持っており，その多くは精神的・身

体的な発達の遅れを伴ってくる。また，単一座位の遺伝子5‘4常による遺伝病の柿類は3，000

を超えるが，一生の問にそのどれかの異常を発現するリスクのあるものは新生児コーホート

の約1％と推定される。大多数の染色体異常と優性遺伝病の一部は，健康な親の配偶r一に生

じた新生突然変異によることが判っている。本研究部門では，各種のがん，白lllL病細胞や糸1肖

膜芽細胞種などを下掛りとして，こうした突然変異と細胞の増殖・分化の調節異常並びに腫

瘍化の成因についての分子遺伝学研究を進めている。

　また，分r病の遺伝要因について，ヘモグロビン，酵素などのタンパク質の構造・機能並

びに合成の変異やDNAの塩基配列の上から研究している。

　ヒトのミトコンドリアには約16，500塩基対からなる環状DNAが含まれ，それは母系遺伝

をする、，このDNAを各種の制限酵素で切断し，アガロースゲル電気泳動によって切断ハタ

ーンを識別すると，顕著な個人差が見られる。いま15種類の制限酵素による型の組み合せで

分類すると，日本人は少くも22種類のタイプに分けられるが，各タイプ間の塩基置換数に基

づいて，それらの系統関係を探ることにより研究している。

　さらに，遺伝病理学の立場からみた日本人の

特徴は何か，日本人にとくに多い（または少い）

遺伝病はどれか，今日の少産少死パターンが21

世紀を通して長く続き自然淘汰が緩んだ場合，

日本人の遺伝的健康は将来どのように変化する

と予想されるか，といった問題についても考察

をノ川えている。

NtH3T3 Transformant

ヒト・フロトオンコジン（H・RAS）の変異をもつ発がん遺伝子を導入・形
質転換することによりがん化したマウスNIH3T3細胞。

　　　　　左：導入前　　　　　　　　　右：導入後

研究者
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ヒト・急性リンパ性白血病細胞にお
ける染色体改変像　9番および22番
相互転座にもとつく9q＋および22
q－（フィラデルフィア染色体）。そ
の他5q－（5番染色体長腕欠損）な
どの変化がみられる。
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育種遺伝研究部門

　育種遺伝研究部門では有用生物の遺伝及び育種に関する基礎的研究を行っている。有用生

物の遺伝的改良をめざす育種は，人間の管理の下での動植物の小進化に他ならないという観

点から，進化と適応のしくみ及び有用特性の遺伝的基礎を明らかにすることをこの部門の課

題としている。

　現在の研究対象は，野生及び栽培イネで，その進化と適応の機構および有用遺伝子の発現

調節機構に関する諸問題にさまざまな角度からとりくんでいる。イネには3つの主要な分化

の方向，（1）野生イネから栽培イネへの分化，（2）祖先野生稲の中の種内分化，（3）栽培イネの中

のインド型，日本型への品種分化，が考えられる。私共は，世界各地から採集され当研究所

に保存されている多数の野生・栽培イネ系統を用いて実験的研究を積み重ね，また熱帯生育

地の生態遺伝学的調査も続けながら，これらの分化の原因と過程を追求してきた。また，イ

ネの有用遺伝子の一つ，胚乳中のアミロース合成を支配するωx遺伝子に着目し，遺伝子組

換えや遺伝子導人の技術を駆使して，発現調節機構の解明を行っている。現在進行中の主な

研究課題は，（a）遠縁系統間の雑種に現われる不稔性を支配する遺伝子の分析，（b）独立の遺伝

子座の間で特定の遺伝子組み合せが多くなり系統分化をもたらす機構（c）遺伝的には近縁だ

が非常に違う適応をしている野生イネの生態型分化の遺伝的機構，（d）野生イネからの適応関

連遺伝子の単離と同定，（e）生物考古学との連携によるイネの起原と伝播経路の推定，（f）地球

環境の変動による栽培植物と祖先野生種の進化的変化。（9）rDNA非転写領域の分化．（h）出穂

特性に関与する遺伝子の同定とその分布，（i）配偶子の競争とその適応的意義，（j）wx遺伝子

座の分子レベルでの発現調節機構，などである。

温室にて。

コメの中のデンプン粒。
u7x遺伝子が正常に発現し
ているとアミロースが合
成され，紫色のデンプン
粒として観察される。

遺伝学的証拠から考えた
日本への稲の伝播経路。
中国大陸ルートの他に南
方ルートもあったらしい。

31
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応用遺伝客員研究部門

　1．この部門では，医学領域における遺伝学の応用に関する研究として，ヒトBリンパ球

系細胞における免疫グロブリン遺伝子の発現調節並びに重症複合免疫不全症候群の成因を

解析している。免疫グロブリン遺伝子の再構成は，B細胞系列でのみ起こるが，再構成を終

えた活性型免疫グロブリン遺伝子であっても，B細胞以外の組織細胞に移人した場合その発

現はみられない。すなわち，その発現は組織特異的である。ヒト骨髄腫細胞からグロブリン

遺伝子のプロモーターあるいはエンハンサー領域のオクタマー配列に結合する核タンパク質

を精製し，それらが結合する領域の塩基配列を決定した。これらのタンパク質成分を使って，

免疫グロブリン遺伝子の組織特異的な発現の制御機構並びにそれに係わる核タンパク質遺伝

子のクローン化を進めている。

　2．農学領域における研究として現在行われているのは，植物自生集団における遺伝変異

の保有機構とその収集及び人工的維持に関する理論的研究である。この研究は，遺伝変異

保有のメカニズムを明らかにするという集団遺伝学の基本的問題だけでなく，資源生物を実

際に収集する際，種々の制約条件の下でV・かに効率的に多様な遺伝変異を収集するか，また

その変異をできるだけ減少させずに維持するための世代更新法の検討など，実用的に重要な

問題も含まれている。これらのことは，野生稲や栽培稲をその自生地で採集し当研究所で維

持しつつ研究を行っている育種遺伝研究部門及び遺伝実験生物保存研究センター植物保存

研究室のスタッフが現に直面している問題であり，実験的・理論的ll崩｝lll面から協力して研究

が進められている。

，；

ll

収穫したイネを乾燥するインドネシア・スマトラ島の
農民　農作業を集中させないため，また天候不順によ
る減収の危険を分散させるため，一軒の農家は出穂期
の違ういろいろな品種（籾の色も違う）を栽培してい
る。
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遺伝実験生物保存研究センター

　特性の分析が1一分に行われ，また遺伝的に高い均一性を持つ生物材料を注意深い管理の下

に維持・保存することは，遺伝学研究の基盤として極めて重要である。またこのような遺伝

実験生物のもつ特性をふまえて独創的な研究を進めることも大切である。このため当研究所

では研究部門とは別に1哺乳動物，無脊椎動物，植物，微生物，遺伝資源の5研究室によって

構成される遺伝実験生物保存研究センターをもうけ，藪要な遺伝子や生物系統の保存・分譲，

これら実験1ヒ物の遺伝的特性の開発等に関する研究，系統に関する情報の耳又集・システム開

発等の活動を行っている，、

N竺フ

遺伝実験生物保存研究センター

ハコネザクラ（別名マメザクラ）
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1．哺乳動物保存研究室

　マウスの基準近交系統，突然変II↓系統，コンジェニック系統，リコンビナントインブレソ

ド系統，ラットの近交系統及び野生マウス集団から遺伝J’・を導人した新しい遺伝学研究川

系統を開発して紺持すると共に，これらの系統の初期胚の凍結保イ∫：を進めている，，

また，発癌を制御一弓　る宿1：の遺伝的要1ノく｜に関する免疫及び細1抱遺伝学的研う七を行っている、、

マウス胚の凍結保存実験

2．無脊椎動物保存研究室

　シjウジ・1ウバエの研’先llj系統の紺持を行’）ヒ共にシゴウジ’ウバエ集団に保有される変

異の収集と解析及び種分化に関り・する遺伝1’・のlll「究を行・ている、，また，シコウジョウバエ

とカイコの発生に関与する遺伝」”の分∫・生物学的iiJi：究も行’、ている、，

シ／一］ウジョウバエ実験室

3．植物保存研究室

　イネ，ムギ，サクラ，アサガオの系糸充保存を行一・ている，こa）うちイネは過去25年以ヒ1こ

わたって熱帯アジアを含むイネのrl生地から収集したもので，他に類のないilいFな遺伝資湖1

であり，これらの材料は所内タトの多くの研究者によ’1てイイ・の遺1云学白｛」解析（ノ）ために利川さ

れている，，
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野生イネ温室

4．微生物保存研究室

　大腸菌を主としてサルモネラ菌，枯草菌，その他バクテリオファージやプラスミドの遺伝

系統の保存と，特性開発を行っている。研究面では特に，大腸菌の温度感受性細胞分裂変異

系統を使用し，細胞分裂を制御する遺伝子の解析等の研究を行っている。

微生物保存実験室

5．遺伝資源研究室

　分∫・系統学における理論的研うeとデータ解析を行っている。また，広く遺伝資源生物に関

する国内外の情報を収集，解析，整理し，所内外の研究者に情報の提供を行っている、，

遺伝資源研究室
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遺伝情報研究センター

　遺伝学の中で遺伝情報に関する研究の占める比重が急速に増加し，重要性が高まる状況の

中で，本研究センターは研究所内外の強い要請のもとに設置された。本研究センターは遺伝

情報に関する分子レベルの主として実験的研究を行う4研究室とコンピュータによる情報解

析の研究を行う1研究室の合わせて5研究室からなり，これらは互いに有機的つながりを保

ちながら，それぞれ独立な研究活動を進めると共に，研究所の他研究部門及び他研究機関と

の共同研究を行っている。　　　　　　1

11

d
遭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワークステーション

1．構造研究室

　遺伝子の発現を目的に応じて調節するためには，DNAやRNAポリメラーゼなどの分子

がいくつか集まって特別な構造体を作らなければならない。この構造体の構成と機能を明ら

かにするために，独創的な技術を開発して駆使し，分子

生物学的技術と併用して研究を行っている。遺伝子DN

Aの機能ユニット全体を固定化して，発現調節のための

構造体1分子の運動をリアルタイムで追跡したり（1分

子ダイナミクス），構造体の時間的変化を化学反応として

解析して，転写や翻訳の発現調節機構を解明している。
RNAポリメラーゼの1分子ダイナミクス
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3．合成研究室

　発生や分化の分子機構を解明するには，遺伝

子発現に関する基礎的研究が必須である。本研

究室では，人工合成DNAと遺伝子操作技術を

利用して真核生物DNAの高次構造と発生や分

化にあずかる遺伝子の発現制御に関する研究を

行っている。

2．組換え研究室

　高等脊椎動物染色体には，光学顕微鏡で観察できる染色バンド（GやRバンド）が存在し，

DNAの巨大なオーダー（mbオーダー）でのGC含量モザイク構造と関係することが示唆さ

れている。ヒト遺伝子のコドン選択パターン解析を出発点とした我々の研究は，光学顕微鏡

レベルの巨大GC含量モザイク構造が分子レベルでも観察されることを示している。下図で

は，ヒト染色体のRバンド上の遺伝子とGバンド上の2つの遺伝子の塩基配列の例について，

GとC塩基の部位を赤色で，AとT塩基を青色で印字している。光学顕微鏡レベルの予想と

一致して，Rバンド遺伝子がGとCに富み，　Gバンド遺伝子がAとTに富むことが明らかで

ある。バンドの境界部位の構造決定を中心に，

より詳細な解析を進めている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　．R．　．　．a，　．　．G．　◆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AT　　A　　rTT　　A　　　TA　　　　‘A，　了‘　　　「　　　　　　A　　r　↑AA，　4　TT　rtt　　T　TせT

｛

　　　”バ嘔’・　　　　　　‘」　／t．
、・　　　　　　　k－一，一　　　　　　　　　　　　　　　袖ぷ

　遺伝情報分析研究室

㌧
》

＜上：野生形，下：Strawberry
　の突然変異を持ったキイ
　ロショウジョウバェ。整
然とした複眼の配列（上）

　が変異体（下）では乱れて
　いるのがわかる。
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　コンピューターによるDNA塩基配列と蛋自質アミノ酸配列から得られる遺伝情報の解析

及びデータベースに関する研究を行っている。

DNAデータバンク

　DNAデータバンク（DNA　Data　Bank　ofJAPAN，略称「DDBJ」）は全国的な要請にもと

づき，遺伝情報研究センター遺伝情報分析研究室に昭和61年4月に設立された。現在，DDBJ

は米国のGen　Bank及び欧州のEMBLデータライブラリー両DNAデータバンクと密接な協

力関係にありDNAデータの収集，データベースの構築ならびに提供を共同で行っている。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’，Nn

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’s恒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」研究者

5．遺伝子ライブラリー研究室

生物の発生勺分化は遺伝r一発現のネツトワー

クとしてとらえることができる．その分∫’・レ

ベルの実体を総合的に理解するために，本研

究室では線虫C．elegansを材料として，胚発

生における全ての遺伝Jt・の発現様式を明らか

にすることをめざして，遺伝J”ライブラリー・一

を利用した新しいノ∫法倫の開フ邑を進めている、，

並行して，川界に先かけて作成した人腸菌ゲ

ノムの遺伝」’・ライブラリー一の紺持，配布皮び

ゲノムデー．一タベース作成を行っている．，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究者

6．大量遣伝情報研究室

　微生物，動植物，人川など’L物の1）NA塩基配列Of）デー一タベー一一／．か，　ll堺／｜｛」な肌模で1急、」1；1］

している、、これに伴い，膨れ上がる↑｜1沸1吏をどのように扱うかか大変屯要にな’・てきている、、

これにより，　ノヒ物学と情報科’Y：との川に接、点力ご生み出ざ力．、　’L物情報科”γ：と1呼1、じれる新しい

科”yt：分野が誕生しつつある．、

　本研究室では，生物’情報科”γ：のlllミ礎概念を｛iY（：N71するために、遺伝’1宵報角∫r析（ノ）Illl　fi楚研’タヒを行

っている、特に，人；1［の遺伝情、報処理のllηぷが・巨要課題と形’え，生物科学と↑ll∫報科学び揃1！合

1∴1∵三∵1∴∵㍗∵ll㌘　　　
ている、，また，情報科学のり刈1「にと・，ても，デt一タベー　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

スシステムを中心に，1陵昧処川，ll∫視化処川，学習処川

などといった情報処理a）研究に新展川か期待されている

遺伝情報処理び川1：究が進展川1ぱ、エイズなど感染症u）

ワクチン，T’／イノしス剤聞発，ハイオテクノロジー一分野c／・’）

発展へのし’〔献が期f与される， 冤漢

研究老



放射線・アイソトープセンター

　当センターは各種放射線やラジオアイソトープ（放射性同位元素）を，遺伝∫・の機能と構

造の研究に利川するための共同利川施設として昨年度発足した、，

　当センターの前身はおよそ30年前に設、7：された放射線実験室であり，歴史的に次のよっに

整備されてきたr，昭和27年X線実験室新設，昭和31年，34年放射線実験室新増設，昭不ll35年

照射川特別蚕室来ll設，昭和39年ガンマー線照射温室新設，昭和42年中性r照射室新設，昭不ll

50年内部照射棟来1〒設，1昭和52年トレーサー棟1，II新設、、昭和63年新RI↓棘｝1設、，この間

に備えられたX線，ガンマー線，中性了の発生装置と各種の放射線測定装置をJijいて，多く

の放射線遺伝学ヒの研究がなされて来た、，近年では放射性同位元素をトレーサーとして川い

た実験が多く行われるようになっている，、

　昭和63年度には，放射性1、f」位元身1を川いた研究のための施設を拡充する目的で新RI棟を建

設した、，ここでは，核酸や蛋白質の素材である化学物質を放射性同イ、膓1元素で標識して細胞に

取り込ませ，放射性同位元素で標lil民された核酸や蛋白質を分析することや，遺伝r’である

核酸やその素材を試験管の中でikl接標識し，酵素を川いて合成，分析する研究がなされる、、

1三にJi」いられる放射性11fj仙元素は：3　H，　i4　C，：12　Pなどであり，これらは弱い透過力のべ一タ

ー線を放出するが極めて微1｝　1：でも検出できる、、このため他のノ∫法では検出できない微品の反

応も測定でき，現代の遺伝r・の研究には不可欠なものである。

　当センターの研究室ではセンターの管理運営に携わる傍ら次のような研究を行’、ている、，

1．線虫Caenorhabdizas　elegイti7s生列1：糸Hl　l泡（7）放射線遺f云学

　C‘W蜘ηsは体長1mmで約1，0001固の細胞から成り，半透明なことを利川した顕微鏡観察か

ら，個々の細胞が受精卵からどのような細胞分裂を経て出来たかが完全に解っている唯　・の

動物である、，遺伝解析やDNA解析も非常に進んでいる。このような利点を生かして生殖細

胞におけるDNA修復の研究を進めることにより，多細胞生物の生殖糸HI胞におけるDNA修

復の機構の解明を日指している。

2．バクテリアの増殖と分化を制御する遺伝∫・の研究

　枯・∵［菌は栄養劣化に直面するとただ・回の不等分裂を経て胞∫一へと分化する、，細胞分裂を

支配する遺伝r一がどのような機構でこの不等分裂に関わって細胞分化に関与しているかを研

’究1している．，

騨騨鱗燃購職欄難
　■1■1■■■■■
　　　　　　　　　　　　　ロニ

Rl棟

放射性同位元素を用いた電気泳動
によるDNA塩基配列決定実験

1　・11　Csガンマー線源
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実験圃場
　実験圃場は，おもに植物関係の研究に用いられる実験材料を栽／1‘7，管理しており，水Hl，

畑，温室群と実験圃場管理棟から構成されている．東南アジア地域から採取したイネの系統

を出穂させるための日長処理装置，冬の問イネやクワを栽培するためのイネ水川温室，クワ

温室あるいは植物を隔離栽培するための隔離温室などの特徴ある施設がある、，

　実験圃場では，これらの施設を利用して関連研究部ドllの研究者の要請に基づいた実験材料

の栽培，管理を通じて，それらの研究に協力している、、また遺伝実験生物保存センター一．一の柚

物保存研究室の系統イメ↓イ∫：業務に協力し，イネ，ムギをはじめイネ，サクラ，アサガォの実験

系統を紺持，管理するために，種Jt・の史新や株保存を行っている，、

　実験圃場研究弓ミでは，助F1名が配属され，イネ，ダイズ，ペチコーニアなどの柏物個体皮

び培養細胞の形態形成，生川形質，適応制御などに関する遺伝現象を突然変異体の作成，遺

伝」t・の解析，植物の形質転換などのノ∫法によ一、て解析を試みている。また，PCR法を応川

してllr代種J’一を含めたイネの系統識別に関する研究も行っている、，

「〆・

4
”Slt

　　　　　総風鈴獅子牡丹咲き

アサガオの突然変異系統



科学研究費補助金（平成3年度）
（計163，500千円）

科学研究費補助金研究課題

がん特別研究　　　56，500千円

　　　　がん研究のための実験動物の維持と開発

　　　　ユビキチンサイクルが支配するがん細胞の増殖と染色体不安定化

重点領域研究　　　74，400千円

　　　　野生遺伝子の導入による生物機能モデル動物の開発

　　　　コドン選択

　　　　ミトコンドリアDNAからみたモンゴロイド集団の起源と系統

　　　　霊長類の進化とコドン使用パターン

　　　　ユビキチン活性化酵素の細胞複製における役割

　　　　高度繰返し配列領域の多型と連鎖による遺伝子病保因者診断への新しいアプローチ

　　　　ミトコンドリア病および関連疾患におけるDNA診断と病態の解明

総合研究　　　　　8，000千円

　　　　日本産野生動物種の起源に関する遺伝学的研究

一般研究　　　　　20，000千円

　　　　病原性ウイルスの進化機構の解明と進化方向の予測

　　　　複製開始域におけるDNAと蛋白の相互作用一大腸菌染色体の複製・分配・細胞分裂の分子基礎一

　　　　ヒドラ細胞接着分子

　　　　綿虫C．elegansの胚発生各期に特異的に発現される遺伝子群の解析

　　　　細胞周期と染色体機能制御におけるユビキチンの役割

　　　　ヒトチミジル酸合成酵素遺伝子の発現調節機構について

　　　　ヒドラ刺細胞の分化決定制御機構

　　　　分子考古学的手法による日本人の起源の解明

奨励研究　　　　　4，600千円

　　　　ショウジョウバエホメオテック遺伝子による形態形成の制御

　　　　MHCの持つ生物機能のトランスジェニックマウスによる解析

　　　　ショウジョウバエFTZ－F1ターゲット遺伝子の検索

　　　　新しいDNAフィンガープリント法の開発

　　　　欠失と挿入による塩基配列の進化的変化の分析
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（平成3年度）

　　　　研　究　課　題

1．人一．［合成したRNAを遺伝子として有する組

　　換えインフルエンザウイルスの作製

2．QβファージRNA複製酵：素宿主因．∫・（HF

　　I）の宿主細胞内機能の6｝1：究

3．フラビウイルスRNA複製に関わる蛋白質の

　　機能解析

4．卵白由．来成分の遺f云」㌘発現に及ぼす一影響

5．Halobacterium　halobiumのRNA

　　polymeraseの性質

6．大腸菌の増殖段1｛6†移行に伴うRNAポリメラ

　　ーゼとリボソームの動態の研究

7．ポリアミンによる・大腸菌遺伝∫・発現1凋節

8．アデノウイルスにおける複製と転写の制御木ll

　　関機構

9．マイクロコ・・カスのRNAボリメラー一ゼと転

　　写シグナルに関する研究

10．1哺乳動物細胞におけるユビキチン活性化酵：素

　　の細胞増殖調節イ乍用について

11．細胞増殖に関するイiJF究

12．哺乳動物細胞における突然変異抑制作用の研

　　究

13．マウスの補体系と凝固系の制御蛋白群の遺1云

　　∫・（7）↑苦」呈£と裟と色イ本1・．a）イ、フ1；i’ll沙と〃ゼ

14．組換え　“ホ，・・トスポット”及び組換え制御因

　　rに関する分li、糸1旧胆遺f云学ll勺イi斤究

15．マウスのDNA糸lli合’1生コンセンーサス配列の巡

　　fヒ、」』丈fヱ：パγ：r｜《」イiナF㌧ブヒ

16．中1」il産野生ハ’ソカネズミll巨種における遺f云的

　　分化および形態分類に関する研究

17．アジア産野生マウス集け1におけるMup－1遺伝

　　J’・の多型と分布

18．マウスのter遺伝r・のマ・・ビングとその遺f云

　　∫一発」見様式の解析

中　田

研究代表者

進（東京理科大学基li楚ピ学部）

井　　1」　義　　夫（帝京大学理一L学剖～）

竹　ヒ　　勉（金沢医科大学総合医学研究所）

加　藤　昭　夫（lll日大”）’：農学部）

中　LLl

和　Hl

1川一嵐

匡（大阪教育大学）

明（京都大学理”）’r部）

衛（「・葉大学薬学部）

花　1吋　文　雄（理化学研究所）

大　澤　省　　二（名古屋人”γ，理学部）

鮎　澤　　　大（東京k学［’じ川微牛物研究）i］〒』）

松　橋　通　生（東海／t”）’：開発ピ学部）

∴1、［　　lH　　そ∫L　ll召　（麻イ1∫大”yソ1・．物Fレ’γ：紅ト合研’先ri斤）

坂　井　俊之↓りJ（金沢人学かん研究所）

松　川　宗　男（杏林大’7：1’，：学部）

栗　原　靖　之（放射線作学総合研’∫じ所）

ヒ　屋　公　幸（宮崎医利・人学）

松　島　ハ）：　文1輿羽人”γ：歯学部）

野　 川　jl11　ゴ・（静1；で∫1大学理学剖～）



19．野生マウスと近交系マウスにおけるDNA修

　　復酵素活性の比較

20．種間・亜種問雑種における雄性不妊要因の細

　　胞生物学的研究

21．アリ・ハチ・タヌキ類の染色体進化における

　　C一バンドパターン解析

22．大腸菌の核分裂を司る遺伝子群の解析

23．DNA蛋白質結合領域に関する高次構造の視

　　覚化

24．大腸菌ispA遺伝子の機能について

25．・大腸菌の細胞分裂過程を触媒する膜蛋白質P

　　BP3の分一r・解剖

26．大腸菌プラスミド、ファージのDNA複製開

　　始における宿主蛋白質の機能

27．ヒドラヒ皮細胞及び神経系のパターン形成

28．ヒドラの・形態形成に関与する遺伝子の解析

29．無脊椎動物におけるホメオボックスを持つ遺

　　伝子の分離と解析

30．ミトコンドリアDNAの多型からみた腔腸動

　　物ヒドロゾアの系統分類

31．カイコにおける遺伝的野生川（ワイルドタイ

　　プ）の推定一寄生バエの寄主選択性を指‡｝1｛と

　　して一

32．昆虫における老化指標の確ウ：と舟命を規定す

　　る遺伝∫・の探索

33．画像解析によるカイコの繭）lil！の測定とその品

　　柿分化に関する研究

34．分1’・進化の集団遺伝学的機構の包括的研究

35．タンパク質をコードしないDNA領域の進化

　　に関する集団遺伝学的研究

36．分子レベルにおける進化を記述する確率過程

　　モデルの研究

37．細胞生物学的見地からの遺伝子の構造及び発

　　現制御についての研究

38．松本市集団における嗅覚・味覚障害に関する

　　人類遺伝学的研究

39．細胞増殖1∫1目｝ill機構に対する分子・細胞遺伝学

　　的研究

池　永　満　生（京都大学放射線生物研究センター）

日下部　守　昭（理化学研究fiJD

山内克典（岐L；決学教育学部）

西村行進（東邦大学理学部）

廣川秀夫（上智大学生命科学石｝f究所）

藤崎真吾川1姑決学教養部）

山本i義弘（兵庫医科大学）

山　ロ

ノj、耳し　」　ll

塩　川

和　　男（金沢大学遺伝r実験施設）

義i　尚（九州大学教養部）

光一郎（東京大学理学部）

黒　　沢　　良　　和（藤田保健衛生大学医学部）

久保田

島　田

米　村

信（北海道大学理学部）

川頁（東京農1：大学農学部）

勇（東京医科歯科・大学：）

中　田　　　徹（北海道大学農学部）

松　　田　　博　　1耐（］LJiN大学理学部）

飯　塚 1勝（筑紫女学園短期大学）

伊　藤　’栄　1リ1（統計数ttil！研究所）

市　lll 新（浜松医科大学）

二　本　安　之（信州大学1勺、学部）

f　．　　イ呆　　　ド手　　 之　 （ノし・）Lト1大‘学1リミ“）・：音1～）
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40．酵母低分一rl，1：GTP結合タンパ’ク質RHO遺

　　伝子の機能に関する研究

41．過剰染色体症候群の発症に関する細胞ならび

　　に分r一遺伝学的fijse析

42．大腸癌抑制遺伝r一の分子遺伝学的解析

43．日本の在来陸稲の起源に関する研究

44．ブータンおよびバングラデッシュのイネの生

　　態遺／云学的解析

45．高等植物におけるアルコール脱水素酵素の分

　　f’進化

46．イネの進化・栽培化過程における遺伝子発現

　　の変化

47．イネの遺伝的動態と地球環境の変化に関する

　　生態遺f云的研究

48．高等植物の遺伝r・発現調節の分r一機構

49．雑種致死救済遺伝r－Zhrの細胞遺伝学的イiJi：究

50．最近生じたオナジショウジョウバエの日本侵

　　入に関する適応戦1略の分析

51．ショウジョウバエ初期胚の凍結1呆存の研究

52．電気力学rl勺分rマニピュレーションを用いた

　　1分∫・ダイナミクスの研究

53．染色イ本バン　ド構造と遺イ云r・塩基酉己列との関係

　　の解析と遺伝J’機能領域のコンピュータスク

　　リーニング

54．マウスにおけるFTZ－F1関連遺伝J’一のクロ

　　ーニング

55．試験管内クwマチンアセンブリー過秤におけ

　　る植物転写｜用女「1♪；巾1川因1’・による転’ijl開始複合

　　体形成

56．窒素源飢餓時に分裂酵母で新たに合成される

　　タンパク質（7）遺伝r一クロー一一ニング

57．SLE患者より分離した抗原DNAの抗原性

　　及び高次構造のfiy（：析

58．アデノウィルス初期遺伝J’・の転写制御機構の

　　解析

59．セリンプロテアーゼ遺伝J’・の分1’・進化学的イ｜Jl：

　　究

60．ヒトのゲノムにのみ特1↑1～的に存在一］『るDNA

　　領域の構造解｛・」　i一

大　矢　禎　一（東京大学理学部）

中　村　康

占　森　公

イゴ　　月1　ド条

寛（聖マリア病院）

浩（九州大学医’”］t：部）

一二（弘前人学農・ツ：部）

島　本　義i　也（北海道大・’γ：農学部）

矢　原　徹　一（東京大学教養学部）

長　　戸　康　　郎（東北大学農学部）

イ左　藤　雅

米　川　好

Lll本　雅

志（東北大学遺伝生態研究センター）

文（東京大学遺伝子実験施設）

敏（宮崎医科大〃Ψ：医学部）

月二　上　　　　寛（大阪外1司語大学）

黒　川　行　昭（麻布大”Y：生物科学総合研究｝折）

鷲　　津　　1ビ　人（成践大学ピ学部）

猪　 r’　英　俊（東海大学1ケ・学部）

丹　羽　 ／，く　川（広lii，3人学原爆放射能［y」ミ学研究所）

山　崎　健　　・（名ll輌屋大学艘学部）

瓜　谷　真　裕（静岡ノぐ’y：理学部）

、～二　　1日　　　1’じ　　　ド亥　　（‡火1日人：nt’：1”（”・’γ：剖～）

’卜　川

高　橋

宏（東▲；（ll業大学小命理IL学部）

敬（島根医科人”y’：医”γ：部）

｛㍉1‖，　川　信，s．く郎（東京XL””）’：理学部）



61．綿虫Caenorhabditis　elegansの卵の卵孚化に

　　対する光動力作用の障害と修復

62．根粒形成に関与するダイズ遺伝了・の解析

63．プロテアソーム／ユビキチン代謝系の生理機

　　能と細胞周期異常に関する研究

須　　原　　準　平（N’／1教大”）J：理学部）

菅沼教生（愛知教育大学教育学部）

田　　中　啓　 二（徳島大学酵素科学研究センター）
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　　　　研　究　会　名

1．ウィルス増殖に関連した宿・・1ヨ大1

　　」’・とその機能

2．体細胞変異株を用いた細胞増殖

　　機構の研究

3．ヒトの遺伝r一マッピング：最近

　　の動lfiJ

4．日本産アリ類の系統進化に関す

　　る基イi楚研究

5　細胞分化の決定機構

6．分子レベルの集団遺伝学

7　造［rll．幹細胞増列〔江分化の機構の学

　　際的研究

8　作物における分化と適応の遺伝

　　学

9　植物生命像の分．∫・的理解の展望

　　と問題点

10．植物発育過程の遺伝的解音lj

11．栽培植物における配偶1ヨ鏡争と

　　集団の遺伝的構1宣の変化

12．ショウジョウバエ遺伝学の新展

　　聞

13．枯1∵｜：菌の分1’・遺伝学と菌株及び

　　DNAの系統保存に関する研究

　　会

14．遺伝学的に見た日本産野生動物

　　種（7）構造と起源

水　本　清

小　山　秀

清　水　信

近　藤　正

帯　 刀　益

原　 川　朋

仁　保　
ド《二

武　川　和

米　IH　好

15（　　lH　　　ク＼

・1・　西　猛

石　和　 貞

ll

堰@jll

米　川　博

研究代表者

久（北ll［大学薬学部）

機（枯t7兵ili、ン：大”∫：イく原生物学研究所）

義（｝憂1芯義享A大’！tY：1ケミ学二剖～）

樹（rl‡毎学：園矢～戸其月大｛学：）

夫幡蕊欝酸）

r－（国立遺伝学研究所）

之（九州大学医学tllS）

義（岡山大学資源生4勿科｛学石斤究所）

文（東京大学遺イ云子実験施設）

也（農林水産省農業生物資源研究所）

朗（九州大学農学；“fil）

男（欝鱗爺り

寛（大阪大学医学部）

通（側）東京都臨床医’、γ：糸念！＞イ｜」1：’撒竜∫り〒一）

開催予定年月日

3．12．20～3．12．21

3．12．13～3．12．14

3．9．13～3．9．14

3．12．7～3．12．9

3．12．6～3．12．7

4．3．23～4．3．25

4．1，25

3．7．12～3．7．13

3　．11．29～　3　．11．30

3．12．6～3．12．7

4．1．7～4．1．8

3．8．2～3．8．3

3．9．27－～3．9．28

4．1．9～4．1．10
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大学院受託学生

　国立遺伝学研究所は，遺伝学に関する総合研究の中核として共同利用に供するとともに，

研究者の養i成等についても各大学の要請に応じて，大学院における教育に協力し，学生の研

究指導を行うことができる（国立学校設置法第9条の2第3項，大学院設置基準第13条第2

項，大学共同利用機関糸且織運営規則第2条第3項）c、

　以・ヒの規定をふまえて，昭和59年度から全llilの国・公・私立大学の大学院学ノ1三を受託学生

として受け入れている。

行 事

研究所の一般公開

　科学技術週間における行事の…環として，各研究部門の展示及び学術講演を行い，Z芋術映

画を上映し，研究所の一一部を公開して般の見学に供している。

　　　　　　一般公開　　熱心に見つめる市民

公開講演会

　年1回，秋，東京で本研究所教’1’∫を講

ているc、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講演会

川として，　’般を対象に遺伝学公開講演フごを開催し

零繊… ノ
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研究を促進するための活動

内部交流セミナー

　研究所内における研究経過を発表し討論する会で，盛夏の時期を除き毎週水曜Hに開かれ

る、、

Biological　Symposia

　外国の関係者来訪の際，随時開催，講演討論を行う，、

日本遺伝学会三島談話会

　研究所及び付近在住の会貝で組織され，原則として月1回，研究成果発表とそれに関する

、司’、倫を行う、，

内部交流セミナー

Biological　Symposia
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国際交流

受入部門 共同研究者 氏　　名 研　究　項　目 期　　　間 所　　　　　属 備考

遺伝情報
孫　冠誠 広瀬　　進 蚕の遺伝子発現に 昭63．9．1～ 中国農業科学院蚕業

研究セン 研究所

ター 関する研究 平2．3．31 中華人民共和国

細胞遺伝 王　永紅 森脇和郎 野生マウスの遺伝 昭64．1．7～ 中国衛生部

蘭州生物制品研究所
研究部門 的特性の分析 平2．9．25 中華人民共和国

細胞遺伝 王　風山 森脇和郎 医学実験動物につ 平元．4．11～ 中国実験動物開発セ

ンター
研究部門 いて 平2．4．10 中華人民共和国

ヒト及びその他の

哺乳類におけるミ

細胞遺伝
Djoko

今井弘民 トコンドリアDN 平元．3．2～ バンドン工科大学
Tjahjono

研究部門 Iskandar
A，染色体並びに 平元．5．30 インドネシア

染色体プロービン

グ技術修得

遺伝情報
李　豊情 広瀬　　進 カイコの遺伝子発 平2．2．1～ 農業科学院蚕業研究

研究セン 所

ター 現機構の研究 平3．1．31 中華人民共和国

分子遺伝
Richard

石浜　　明 遺伝情報転写制御 平2．3．1～ エジンバラ大学分子

S． 生物学研究部門
研究部門 Hayward 機構の研究 平2．5．31

イギリス

発生遺伝
Charles

藤沢敏孝
ヒドラ幹細胞の増

平2．3．9～ ミュンヘン大学動物

N． 殖と分化の制御に 研究所
研究部門 David ついて 平2．3．28 西ドイツ
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総合研究大学院大学生命科学研究科遺伝学専攻の概要

1．目　　的

　総合研究大学院大学は，大学共同利川機関との緊密な連係及び協力の下に，その優れた研

究機能を活用して，高度の，かつ国際的にも開かれた大学院の教育研究を行い，新しい学問

分野を開拓するとともに，それぞれの1，｜」〔門分野において学術研究の新しい流れに先導的に対

応できる幅広い視野を持つ，創造性豊かな研究者を養成することを日的とする。

2．教育研究の概要

　遺伝学は，生命現象を遺伝子との関連のもとに解明する学問で，分析的であると1司時に極

めて学際的性格を具えている。この学問は，従来から生物学の一一一分野にとどまらず，理学・

農学・医学・薬学等の隣接分野とも深い関わりをもってきたが，近年の分子レベルにおける遺

伝学の目覚ましい発展に伴って，今日では広く生命科学の中核として重要な役割を担うよう

になった。

　本専攻は，母体となる国立遺伝学研究所で巡められている分f・細胞・個体・集団の各研

究分野及びこれらを基盤とする応用的研究分野において，遺伝学の最先端を学習させるとと

もに，高度でかつ独創性のある研究題目について，数多くの実験生物系統と，よく整備され

たDNAデータベース並びに放射線・アイソトープ装置等をも活用して教育研究をする，，

3．教育研究の特色

　遺伝学は独創的・先端的で高度かつ学際的学問であることの特殊性から5人講座に設；；’；す

る特色ある各授業科目をすべて選択性としています、，また，各大講座には演習を設け，積極

的な受講を促すとともに研究指導の指針としています。

　更に，母体となる国立遺伝学研究所において実施される定期的な研究活動（1ノ寸部交流セミ

ナー，Biological　Symposia等）の参加を義務づけるとともに，国、ン：遺伝学研究所に既存する

遺伝実験生物保存研究センター，遺伝情報研究センター，　放射線・アイソトー．一プセンター

及び実験圃場が持つ機能，施設・設備等をi・分に活川できるようにな・ています、，
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4．大講座・教育研究指導分野の内容

大　　講　　座 指導分野 分　　　野　　　の　　　内　　　容

遺伝物質の分子構造原理を化学的物理学的に教育研究す
分子構造学

る。

分子遺伝学 分子機能学 遺伝物質の機能とその制御を分子水準で教育研究する。

遺伝物質の形成原理と形成機構を分子の水準で教育研究
分子形成学

する，

真核生物の遺伝的組換え機構、細胞増殖機構、遺伝子及

細胞遺伝学 び染色体を指標とした種分化の機構、細胞質遺伝因子の

構造等を教育研究する。

細胞遺伝学 哺乳類遺伝学 哺乳動物に特有な遺伝機購を教育研究する、，

原核生物の細胞分裂機構、染色体複製機構、細胞質遺伝
微生物遺伝学

因子の遺伝機構等を教育研究する。

発生遺伝学
動物の形態形成機構及びその基盤をなす細胞分裂・分化

の機構を教育研究する。

個体遺伝学 個体発生過程の遺伝的形質の発現機構及び遺伝と環境と
形質遺伝学

の相互関係について教育研究する。

行動遺伝学 動物の行動を制御する遺伝機構を教育研究する、、

集団遺伝学 集団の遺伝的構成変化の法則に関して教育研究する．

生物進化の遺伝的機構を表現型と分子の両レベルで教育
進化遺伝学

集団遺伝学 研究する、，

DNAや蛋白質の構造を理論的かつ実験的に解析し、遺
分子進化学

伝子進化の過程と仕組みを教育研究する。

代謝異常や腫瘍の発生にかかわる遺伝要因をDNA及び

蛋白質分子レベルの変異として実験的に解析し、ヒト・
人類遺伝学

生命現象の分子遺伝学的特性と個体差に関して教育研究

応用遺伝学
する。

有用植物の進化・適応・形質発現に関する遺伝学的研究

植物遺伝学 及び遺伝資源生物の収集・保存の理論と技術に関して教

育研究する。
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5．修了要件及び学位の種類

　　（1）修了要件

　　　　　3年以上在学し，本専攻で定めた授業科目について，10単位以上修得し，かつ，

　　　　必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査及び試験に合格することとする。

　　　　　ただし，在学期間に関しては，特に優れた研究業績を上げた者については，短縮

　　　　することがある。

　　（2）学　　位

　　　　　理学博士　なお，学位論文の内容によっては学術博士が授与される。

平成3年度入学式
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シンポルマークは減数分裂第一中期の分裂

像を図案化したもので、「地球の歴史は地層

に、生物の歴史は染色体に記されてある」

（木原均、1946）を表している。

国立遺伝学研究所
〒411静岡県三島市谷田1111
電話〈0559＞75－0771（代表）

ファクシミリ＜0559＞71－3651


